
　提案者と事業担当課による協議を経て予算措置をし、平成２０年度以降に協働の事業と

して実施します。

　　　問い合わせ先

奈良市　企画部　市民参画課

〒630-8580　奈良市二条大路南一丁目１番１号

　電話：0742－34－1111　内線2221～2223

　　　　0742－34－4869（電話・ＦＡＸ）

　Ｅメール：siminsankaku01@city.nara.lg.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　平成19年11日12日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         市民参画課　

 　平成１９年１１月定例記者会見報道資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     内線　２２２０

市民企画事業の決定について

 「市民との協働」によるまちづくりの推進をめざして、市民の皆さんから募集しました企画事業のう
ち市民企画審査委員会で審査したものは10件あり、このうち採択となった６事業を事業実施すること
に決定しました。これらの事業は市の事業として、提案者と市が協働し市民の力を活かしながら平成
20年度以降に実施します。

　　　２．市民企画審査委員会の開催

　　　１．市民企画事業の募集　  募集期間  ７/2(月) ～ ７/20(金)   １２件の応募

　　　　　○第一回　平成１９年８月９日（木）

　　　　　　・ 委員委嘱と審査基準や審議の公開について協議

　　　　　○第二回　平成１９年８月２３日（木）　

　　　　　　・ 書類審査　応募内容について書類による審査

　　　　　○第三回　平成１９年９月３０日（日）

　　　　　　・ 提案者によるプレゼンテーション

　　　　　○第四回　平成１９年１０月１０日（水）

　　　　　　・ 市民企画事業として採択する提案の審査

　　　　　　⑥鹿が取り持つご縁「奈良と鹿嶋の交流と活性化を図る」

　　　４．今後のスケジュール

　　　３．市民企画審査委員会の審査結果

　　　　　◇採択（６事業）

　　　　　　①奈良のむかし話を子どもたちに伝承する

　　　　　　②世界遺産東大寺転害門に隣接する町屋を活用した地域活性化計画

　　　　　　③大和茶「手もみ」技術の伝承

　　　　　　④（仮称）佐保川今在家桜公園整備計画

　　　　　　⑤「蒼池湿原・自然型公園（ビオトープ）」への活用



①

事   業   名 奈良のむかし話を子どもたちに伝承する

提   案   者 奈良のむかし話を伝承する会　代表　河瀬　紀江

提 案 概 要

   先人の残した貴重な無形の財産であるむかし話を紙芝居にして語り継
ぐことで、子どもたちに楽しんでもらいながら、伝えることができる。しかし、
現状では、奈良のむかし話を紙芝居にしたものはない。子どもの本や、む
かし話について、今まで培ってきた知識を活かし、より良い紙芝居を作成
し、子どもたちに伝承していきたい。

平成１９年度　奈良市市民企画事業　採択事業概要



②

事   業   名 世界遺産東大寺転害門に隣接する町屋を活用した地域活性化計画

提   案   者 世界遺産東大寺転害門に隣接する町屋活用協議会　代表　田辺　和夫

提 案 概 要

   国宝転害門に隣接する市所有の旧南都銀行手貝支店跡の町屋を、観
光集客都市づくりの一環として、奈良町の北エリア（きたまち）の観光ス
テーション、商業の活性化施設、自治会・ボランティア団体等のコミュニ
ティ拠点等、多目的に利用できる施設として、住民と行政が協働して研究
し、地域の活性化を図る。

平成１９年度　奈良市市民企画事業　採択事業概要



③

事   業   名 大和茶「手もみ」技術の伝承

提   案   者 井ノ倉　光博

提 案 概 要

   現在、茶生産は、摘採から製造まで機械化が図られているが、技術発
展の基礎は、先人たちより受け継がれてきた「手もみ」の技である。手もみ
の技術を消滅させることなく後世に伝え、良質な緑茶製造を行うために、
「奈良手もみ茶振興会」を発足させ、手もみ茶技術の伝承をする。

平成１９年度　奈良市市民企画事業　採択事業概要



　 ④

事   業   名 （仮称）佐保川今在家桜公園整備計画

提   案   者 佐保川今在家桜公園整備検討委員会　代表　池田　将光

提 案 概 要

   市有地であり遊休地となっている川上八反田市営住宅跡地を、住民と
行政が協働して「桜公園」として整備し、高齢者や児童が安心して過ごせ
る安らぎの空間を創造しようとするものである。その第一歩として、地域住
民と市が協働して当該敷地に桜の植樹を行う。

平成１９年度　奈良市市民企画事業　採択事業概要



⑤

事   業   名 「蒼池湿原・自然型公園（ビオトープ）」への活用

提   案   者 蒼池を美しくする会　代表　浜　朝子

提 案 概 要

   市が所有する「蒼池」は、現在水が抜かれたままで湿地の状態である
が、都会の中のオアシスとなっている。この「蒼池」を「水と緑を生かした自
然公園＝水辺型ビオトープ」として蘇らせ、自然と共生する中で、市民の
心がやすらぐ憩いの場とする。

平成１９年度　奈良市市民企画事業　採択事業概要



⑥

事   業   名 鹿が取り持つご縁　「奈良と鹿嶋の交流と活性化を図る」

提   案   者

提 案 概 要

   奈良公園で鹿に関するイベントを開催した折り、奈良の鹿のルーツは
鹿嶋であると知り、このつながりを通じて友好の輪を広げていきたい。その
ために奈良と鹿嶋で観光と物産展や文化講演会を開催するなど観光・文
化の交流を行う。

ＮＰＯ奈良元気もんプロジェクト推進会議
　　「奈良と鹿嶋の友好を進める会」　代表　河村　共之

平成１９年度　奈良市市民企画事業　採択事業概要


